



               d（1985））．々＝2の場合を考える．Σ篶＝mたる平面上で惇点相互の距離は2以上である．mが偶数で
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          モデル選択による二相回帰曲線の推定の安定性




            ツ｛＝τ（篶，θ）十eゴ     （～＝1，2，．．．，7），
            τ㎞1）一／；1：1：l1：｝1∴㌃
            ／τ1（κ1・θ）＝出θ1（κ〔θ）十・・’十θク（κnθ）力，










               ユ 刎        ＿ ’1  ’            。τ＝一Σ篶，  。κ＝  Σκ、              mH        Z－m｛一例十工
            ml＝（1f－Oθ＊）2，      m2＝（2元一〇θ＊）2，
               刎                          ’            0FΣ（幻一1π）2，  0。＝Σ（κr。π）2．
              ｛＝1                         ｛＝例十1
 この問，この推定の安定性を，γ（。θ）を指標として，小標本によるシミュレーションによって調べて
きた、その結果，安定性がγ（。θ）によって説明される場合とそれが困難である場合とがあることがわ
かった．
 後者の解決のために，。θのeXaCtな分布の分散の二次近似”（。θ）（ならびに。θの偏り）を求めた．
